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北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

花であふれた美しい街づくりを

市民に花の苗を販売～花いっぱい運動推進協 

大空の空気をたくさん吸って

中央公民館講座「ハツラツ健康倶楽部」 

懐かしのメロディーを合唱

第９回「思い出の歌喫茶ひまわり」  

　北秋田市花いっ

ぱい運動推進協議

会（松岡福太郎会

長）では、６月２

３・２４日の２日間、

花であふれた美しい

まちづくりのために、太

田フラワーセンター（松尾絢

子代表）で花の苗を販売しました。 

　今年販売したのはマリーゴールド（黄・オレンジ）、

サルビア（赤）、ビクトリアブルーの４種類。両日と

も爽やかな晴天にも恵まれ自治会、町内会、子ども会、

老人クラブの方など沢山の方が購入に訪れました。 

　いずれの花も開花期は夏から秋にかけて。沿道や庭

先に咲いた花は、秋に開かれるわか杉国体で全国か

ら訪れる選手や関係者を美しく迎えてくれそうです。 

▼ 

　第２回目の「ハツラツ健康倶楽部」が６月２８日

開催され、２５人の参加者が花でいっぱいの森吉山（標

高１，４５４．２ｍ）の山歩きを楽しみました。 

　お天気に恵まれたこの日は、まず阿仁のゴンドラ

で新緑の山腹を眺めながら８号目の山頂駅舎へ。こ

こからゆっくりと阿仁避難小屋までのウォーキング。

昼食後は、森吉神社へ立ち寄り往復約２時間程、澄

んだ空気を吸いながら心地よい汗を流しました。 

　登山道沿いのお花畑も観賞しながら会話も弾み、「今

度来るときは、友達や家族などとも一緒に来たい」

などと、みなさんとても満足されたようすでした。 

　歌を楽しむ自主サークル「第９回思い出の歌喫茶ひ

まわり」が７月１日、中央公民館で開催され、ホール

に歌声の輪が広がりました。 

　当日はサークルの会員ほか大館市からも歌好きの方

が参加、「千の風になって」など古今の名曲２０曲あま

りを生バンドの演奏で歌いました。 

　会場は、各テーブルに実行委員手作りのお菓子など

も出されアットホームなムード。歌のほかにレクダン

スで輪になって踊るなど笑い声も飛び交う楽しい時間

を過ごしました。 

　
心
を
こ
め
て
花
の
苗
を
育
て
る
太

田
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん 

▼ 

　
澄
ん
だ
空
気
を
吸
い
な
が
ら
山
歩
き

を
楽
し
ん
だ
「
ハ
ツ
ラ
ツ
健
康
倶
楽
部｣ 

▼ 

　
歌
や
ダ
ン
ス
で
心
も
身
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
「
思
い
出
の
歌
喫
茶
」 
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地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸

能
を
広
く
市
民
に
公
開
し
伝
承
者
の

意
欲
を
高
め
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
第
２
回
北
秋
田

市
民
俗
芸
能
大
会
」
が
８
月
26
日（
日
）、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
昨
年
に
続
き
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ポ

ス
タ
ー
の
原
画
を
制
作
し
た
の
は
本

市
森
吉
の
小
林
啓
行
さ
ん
。
か
つ
て

米
内
沢
に
あ
っ
た
「
米
内
沢
劇
場
」

で
昭
和
30
年
初
頭
か
ら
洋
画
の
ポ
ス

タ
ー
を
約
10
年
間
描
き
続
け
ま
し
た
。

最
盛
期
に
は
３
、
４
日
で
70
枚
か
ら

80
枚
も
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、
上

小
阿
仁
、
阿
仁
、
合
川
に
配
布
し
た

そ
う
で
す
。 

　
第
２
回
大
会
に
出
演
す
る
の
は
「
根

子
番
楽
保
存
会
」「
阿
仁
前
田
獅
子

踊
り
保
存
会
」「
李
岱
駒
踊
り
会
」「
上

杉
大
名
行
列
保
存
会
」「
竜
森
郷
土
芸

能
研
究
会
」「
熊
野
神
社
餅
搗
き
踊

り
保
存
会
」「
綴
子
大
太
鼓
保
存
会
」

の
７
団
体
。 

　
開
演
は
午
後
１
時
か
ら
。
当
日
は

入
場
無
料
で
す
が
、
各
公
民
館
・
文
化

会
館
で
整
理
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

原
画
制
作
は
も
と
映
画
館
の
職
人
さ
ん

第
２
回

「
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
」
ポ
ス
タ
ー 

▲小林さんの制作現場。今年のポ

スターのモデルとなった芸能は根

子番楽の演目「翁舞」。昔の映画

ポスターのように原色を使った大

胆な色使いが目を引きます 

　
鷹
巣
農
林
高
校
の
環
境
土
木
科
２
年
生
４

人
が
６
月
13
日
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
発
掘
現
場

の
体
験
学
習
に
訪
れ
、
慣
れ
な
い
作
業
に
と

ま
ど
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
発
掘
作
業
に
あ

た
り
ま
し
た
。 

　
体
験
学
習
は
、
中
学
、
高
校
な
ど
で
行
わ

れ
る
進
路
指
導
の
一
環
。
公
共
施
設
や
企
業

の
現
場
を
体
験
し
、
職
業
人
・
社
会
人
と
し

て
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。 

　
市
の
担
当
者
や
ベ
テ
ラ
ン
の
作
業
員
に
要

領
を
教
わ
り
な
が
ら
土
器
片
な
ど
を
掘
り
出

し
た
生
徒
た
ち
は
、「
調
査
や
発
掘
の
大
切
さ

が
わ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

           

　
鷹
巣
地
区
の
高
齢
者
講
座
「
高
鷹
大
学
※
」

で
は
、
７
月
２
〜
４
日
、
参
加
者
２
０
１
人

が
３
日
に
分
か
れ
て
市
内
探
訪
を
行
い
、
昨

年
と
同
じ
「
森
吉
山
ダ
ム
」「
阿
仁
の
花
し
ょ

う
ぶ
園
」
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
」
の
３
ヵ
所

を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
森
吉
山
ダ
ム
の
工
事
現
場
で
は
、
参
加
者

全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
に
な
り
、
工
事
担
当

者
の
案
内
で
現
場
内
を
見
学
。
モ
ー
タ
ー
プ
ー

ル（
工
事
用
車
両
た
ま
り
場
）で
は
、
重
量
46

ト
ン
の
工
事
用
ダ
ン
プ
運
転
席
に
試
乗
さ
せ

て
も
ら
う
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
阿
仁
の
花
し
ょ
う
ぶ
園
で
は
、
１
３
０
種

類
約
１
０
０
万
本
の
花
し
ょ
う
ぶ
を
眺
め
な

が
ら
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。 

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
は
、「
コ
ー
ル
も
り
よ

し
合
唱
団
」
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴

き
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
豊
か
な
美
声
に
心
を
い
や

さ
れ
ま
し
た
。 

※
19
年
度
か
ら
入
学
年
齢
55
歳
以
上 

▲ 
鷹
農
生
が
伊
勢
堂
岱
遺
跡
で
体
験
学
習 

市
内
探
訪
で
貴
重
な
体
験

文
化
財
保
護
の
大
切
さ
を
実
感

▲森吉山ダムの工事現場では、巨大な

工事用ダンプの運転席試乗など貴重な

体験をしました。 

▲伊勢堂岱遺跡の体験

学習で発掘作業に従事

した４人の鷹農生 

高
齢
者
講
座
「
高
鷹
大
学
」 

ひ
ろ
ゆ
き 
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完成したポスター 


